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これまでの検討経緯と議論のポイント

① 主要渋滞箇所の解除・追加

② 近年における金沢都市圏の変化と交通特性

③ 関係機関が連携した渋滞対策（二日市交差点・野代町交差点）について

大型店舗出店

沿道環境等の変化

道路・交通網の整備等

これまでの主な検討経緯

第３１回 石川県道路安全・円滑化検討委員会議論のポイント

道路利用者のご意見

最新交通データ（ETC2.0等）
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• 平成24年度 主要渋滞箇所の公表

• 平成25年度 渋滞対策基本方針（案）の議論

• 平成26～28年度 対策の効果検証、主要渋滞箇所のモニタリング、解除・追加方針案の提案

• 平成29年度 解除・追加方針に基づく主要渋滞箇所の見直し

• 平成30～令和元年度 主要渋滞箇所のモニタリング

• 令和2～4年度 解除・追加方針に基づく主要渋滞箇所の見直し

• 令和5年度 解除方針の変更による主要渋滞箇所の見直し

• 令和6年度 能登半島地震における交通マネジメントの報告



１－１ 解除候補個所：神谷内IC（国道159号）

■国道１５９号（金沢東部環状道路）では、月浦町～神谷内町間が、令和５年８月１１日に４車線化完了。

■令和4年（供用前）の平日・朝ピーク時（7～8時台）には、上りにおいて渋滞（20km以下）が発生。４車線化後は、２年連続で
旅行速度が上昇。

■主要渋滞箇所の解除要件に合致し、現地にて渋滞解消が確認されたことから、主要渋滞箇所から解除。

１．主要渋滞箇所の見直しについて

2

４車線化後（神谷内町 R8.3.11 午前8時頃 ）

４車線化前（神谷内町）

【車両走行状況】

至 福井

至 富山
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データ出典：ETC2.0プローブ情報 9～11月値

主要渋滞箇所
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Ｒ5年8月4車線化供用金沢駅
東金沢駅

金沢東ＩＣ

金沢森本ＩＣ
157

香林坊

（km/ｈ）
【旅行速度(7時台)】

②下り （七尾方面より）

①上り （鶴来方面より）

（km/ｈ）

至 福井

上昇

上昇

至 鶴来

神谷内IC

20kn/h以下
区間の解消

梅田町

神谷内町

：R4年
：R5年
：R6年
：R7年

至 福井

至 富山



R5 R6 R7 R5 R6 R7

07時台 17.2 16.4 18.4 22.3 22.3 23.7

08時台 18.8 17.9 20.1 22.3 21.7 20.5

09時台 19.9 19.6 19.2 20.4 17.3 16.8

10時台 19.4 19.9 20.2 20.1 16.8 15.9

11時台 20.1 20.7 20.1 18.6 16.7 16.8

12時台 21.0 21.1 21.1 18.8 17.4 15.8

13時台 20.6 20.3 20.7 18.6 16.3 16.8

14時台 19.4 20.2 20.5 18.5 16.0 17.0

15時台 19.7 20.2 20.5 18.5 16.1 16.8

16時台 19.1 19.3 18.3 17.9 16.2 16.2

17時台 16.5 13.8 15.2 18.4 16.2 16.1

18時台 16.0 9.7 9.7 18.5 18.7 18.7

休日(DRM区間)
L=400m

平日(DRM区間)
L=400m

１－２ 追加候補個所：環状福久交差点（国道8号）

■環状福久交差点（国道８号）は、金沢外環状道路 海側幹線（大河端町～福久町）の開通（令和４年11月）により供用。

■国道８号では、上り（福井方面より）において平日の朝・夕方ピーク時に渋滞（渋滞長2,000ｍ、指標③：20km以下）が発生。

■海側幹線では、休日に速度低下(指標④：20km以下が6時間以上) 。

■主要渋滞箇所の追加要件に合致し、現地にて渋滞状況が確認されたことから、主要渋滞箇所に追加。

１．主要渋滞箇所の見直しについて

【位置図】
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データ出典：ETC2.0プローブ情報 9～11月値
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８

渋滞長 2,000ｍ

（平日 朝・夕）

渋滞なし

（平日 朝・夕、休日）

至 富山

至 福井

R7.10.7 午前8時頃

渋滞長出典：現地調査 令和7年10月7日（火）

R5 R6 R7 R5 R6 R7

07時台 20.6 19.4 21.6 36.2 33.3 32.8

08時台 25.0 31.4 29.3 38.1 37.7 36.0

09時台 27.5 34.3 34.2 34.4 41.9 39.0

10時台 28.7 32.7 34.2 34.2 40.9 38.1

11時台 28.1 35.1 36.0 32.0 41.4 34.2

12時台 29.1 36.0 36.1 27.2 36.5 30.5

13時台 28.9 35.6 35.2 23.2 31.0 25.0

14時台 28.1 33.3 34.3 18.6 28.2 21.2

15時台 27.3 30.9 31.6 16.9 20.0 16.2

16時台 25.4 27.2 29.7 15.1 18.6 15.6

17時台 18.5 19.6 20.3 15.8 17.2 15.7

18時台 13.7 14.6 15.3 20.4 26.7 22.9

平日(ｾﾝｻｽ区間)
L=0.9km

休日(DRM区間)
L=493m

R5 R6 R7 R5 R6 R7

07時台 28.9 31.2 30.0 39.6 39.8 41.5

08時台 27.0 31.2 28.5 36.5 34.0 35.2

09時台 35.1 38.4 40.6 32.6 32.6 29.1

10時台 35.4 40.7 41.1 30.8 31.0 27.6

11時台 35.7 40.2 39.8 29.7 30.6 27.3

12時台 36.4 38.5 40.1 29.9 30.7 26.7

13時台 35.7 37.5 39.3 29.0 29.8 26.6

14時台 34.8 38.2 39.6 28.8 30.1 26.3

15時台 33.6 37.5 38.5 29.8 30.0 26.8

16時台 33.6 37.8 39.9 32.0 29.9 26.7

17時台 30.5 45.7 48.4 31.8 29.8 26.7

18時台 33.3 51.4 51.3 38.6 32.0 30.5

休日(DRM区間)
L=491m

平日(ｾﾝｻｽ区間)
L=0.9km

参考



指標① 指標②

指標③渋滞損失時間
昼間12時間
80万人時間/年
以上

昼間12時間(7時～19時)
の渋滞損失時間

渋滞損失時間
朝(2h)、昼(8h)、夕(2h)
のいずれか
182.6人時間以上

基本指標（交差点渋滞損失時間）
による評価

渋滞損失時間が多い
ボトルネック交差点の抽出

昼間12時間の
総渋滞損失時間が
多い交差点

一部の時間において
渋滞損失時間が多い
交差点

平日ﾋﾟｰｸ時の
損失時間

指標④

1箇所 16箇所 ７１箇所

一方向だけでも
旅行速度が低い
交差点

平日ﾋﾟｰｸ時
最低旅行速度

休日ﾋﾟｰｸ時の
最低旅行速度

一方向だけでも
旅行速度が低い
交差点

1３箇所

地域の課題を反映
するﾃﾞｰﾀによる補完

３２箇所

指標①～④以外の
H21年度選定箇所

特定箇所（Ｒ8.3時点）

１４５箇所

第4回委員会意見

道路管理者・事業者等からの意見(パブコメ）、現地の状況

12箇所

１．主要渋滞箇所の見直しについて

■主要渋滞箇所は、H24年度（第６回委員会：H25年1月開催）に実施した以下のフローにより判定。

■交通データによる渋滞状況の検証により、主要渋滞箇所は第3１回委員会（R8年3月開催）で１減１増の１４５箇所を特定。

指標③：平日朝2h、夕2hの最低旅行速度（センサス区間）が一方向だけでも20km/h以
下、かつ年間渋滞損失時間が3万人時間/年km以上

指標④：休日7時～19時のうち、最低旅行速度（DRM区間）が一方向だけでも20km/ｈ
以下の渋滞時間帯の割合が50％以上

指標⑤：平日朝2h、夕2hの最低旅行速度（DRM区間）が一方向だけでも20km/h以下

１－３ 石川県の主要渋滞箇所の特定状況（国道・県道）について

【特定日に混雑】

【パブコメによる追加】

【委員会における意見】【渋滞多発】 計 ８８箇所

4

H24年度特定箇所

指標⑤

渋滞対策事業との関係と、
平日ﾋﾟｰｸ時最低旅行速度
による渋滞箇所の精査

（※）『渋滞損失時間』とは、渋滞が無い場合の所要時間と実際にかかる所要時間の差の年間合計値

解除：神谷内IC 追加：環状福久

72箇所１５箇所
第31回
（R8.3）

第31回
（R8.3）
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２－１ 国道１５９号羽咋道路（四柳町～志々見町） 令和７年11月1日開通

２．新規開通道路の交通状況について

5

■国道159号羽咋道路（四柳町～志々見町）が令和7年11月1日に開通。
■開通後、現道の交通量は全車両で約６９％（約5,700台）、大型車で約73％（約800台）低下し、羽咋道路へ交通が転換。
■羽咋道路は、旧国道159号よりも高い旅行速度で移動できていることを確認。

■旧国道159号の主要渋滞箇所である本江町交差点の交通状況について、モニタリングを継続し、主要渋滞箇所の解除可否に
ついて検討。

【交通量観測地点の交通量※１の変化】

全車両 大型車

令和７年１１月１日
暫定2車線 開通区間
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旧 国道159号
（現 県道若部千里浜インター線）

位置図

：交通量観測地点

： 撮影地点

：主要渋滞箇所

至 金沢

羽咋道路

至 七尾 令和7年11月7日撮影

①

令和7年11月6日撮影

開通後：羽咋市四柳町から金沢方面を望む 羽咋道路の交通状況（羽咋市酒井町）

69％減少 73％減少

【旅行速度※２の変化】

※１ 出典：交通量調査（車両感知器：確定値 特異値除く）
開通前：R7.10の平日平均、開通後：R7.11.4～11.7の平日平均

上り方向 下り方向

四柳
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上昇
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41.8

48.7

41.8

48.8

42.7

※2 出典：ETC2.0プローブ情報

（開通前：R7.10.14～10.17の平均、開通後：R7.11.4～11.7の平均）

分析対象区間：四柳北交差点～杉野屋北交差点間

杉野谷北

本江町

飯山北

飯山

酒井中
酒井

四柳北2
1

羽咋道路旧国道159号
（現県道若部千里浜インター線）

羽咋道路旧国道159号
（現県道若部千里浜インター線）

至 七尾

至 金沢
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２－２ 国道８号加賀拡幅（松山町～加茂町） 令和７年１２月１日開通

２．新規開通道路の交通状況について

6

■国道8号加賀拡幅（松山町～加茂町）が令和７年１２月１日(月)に開通し、全線4車線開通。
■開通後の日中12時間（7時から19時まで）の断面交通量は約17,100台/12ｈであり、開通前に比べ約1,400台/12h(約9％）

増加。
■開通区間において、開通前と比較して、高い旅行速度で移動できていることを確認。

■開通区間内の主要渋滞箇所である松山交差点（加賀市松山町）の交通状況について、モニタリングを継続し、主要渋滞箇所
の解除可否について検討。

開通後の交通状況(加賀市桑原町)

②

令和7年12月18日午前8時頃 撮影

至 金沢市
かなざわ

至 福井市
ふくい

①

開通前の交通状況(加賀市桑原町)

平成28年5月23日午前8時頃 撮影
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かなざわ

至 福井市
ふくい
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※2 出典：ETC2.0プローブ情報

分析対象区間：開通区間における移動を

対象に速度を分析

分析対象時間：【平日朝】7時～9時

【平日夕】17時～19時

【休日】14時～18時

開通前：【平日】R7.10.21～10.23の平均

【休日】R7.10.25～10.26の平均

開通後：【平日】R7.12.2 ～ 12.4の平均

【休日】R7.12.6 ～ 12.7の平均

開通前
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約9％
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：交通量観測地点

： 撮影地点

：主要渋滞箇所

※１ 出典：交通量調査（CCTVカメラの映像より観測）
開通前：R7.10.21、開通後：R7.12.2（7時～19時）

【旅行速度※2の変化】

【交通量観測地点の交通量※１の変化】



Ｈ25.3 能越自動車道
田鶴浜道路無料化

Ｈ24.12 小松バイパス
（八幡IC～東山IC）４車線化

Ｈ24.12 金沢東部環状道路
（東長江～鈴見）４車線化
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Ｃ
）

Ｈ

・
2
七
尾
氷
見
道
路

27

Ｈ27.3 小松バイパス
（東山IC～粟津IC）４車線化

R7.12 加賀拡幅
（加茂～松山）

４車線化

Ｈ

・
3
の
と
里
山
海
道
無
料
化

25

Ｈ27.2 海側幹線Ⅲ期
側道部完成供用

Ｈ25.12 海側幹線Ⅱ期
側道部完成供用

Ｈ29.12 金沢東部環状道路
（神谷内～東長江）４車線化

Ｈ30.7 小松バイパス
（大長野IC～小杉IC）４車線化

Ｒ2.10 小松バイパス
（小杉IC～千代能美IC）４車線化

Ｒ5.8 金沢東部環状道路
（月浦町～神谷内町）４車線化

R2新規事業化 海側幹線
（今町～鞍月）

Ｒ5.9 輪島道路
（のと三井IC～のと里山空港IC）

供用済
事業中
無料化済

凡 例

7

Ｈ25.3 のと里山海道無料化

Ｒ3.4 小松バイパス
（千代能美IC～佐々木IC）４車線化

R6.3 小松バイパス
（佐々木IC～八幡IC）４車線化

Ｈ25.3 川北大橋
無料化

事業中 小松バイパス
（粟津IC～箱宮IC）４車線化

R7.11 羽咋道路
（四柳町～志々見町）

暫定２車線供用

Ｈ
27
・
2

七
尾
バ
イ
パ
ス

暫
定
２
車
線
供
用

（
古
府
町
～
下
町
）

Ｈ28.3 加賀拡幅
（中代南～加茂）

４車線化

事業中 金沢東部環状道路
（今町～月浦町）４車線化

R6新規事業化 乾東局所渋滞対策

事業中 松任拡幅
（乾町～宮丸町）６車線化

能登地域 金沢地域＋加賀地域

３－１ 新たな道路の開通、無料化（Ｈ24年度：主要渋滞箇所公表以降）

３．近年における金沢都市圏の変化と交通特性

■ 主要渋滞箇所が選定された平成24年度以降、石川県内においては様々な道路整備が進められてきている。
■ 一方で、石川県内における主要渋滞箇所は年々減少しているものの、金沢都市圏を中心に多くが残存している状況。
■ また、新型コロナの流行や能登半島地震の発生に伴い、交通状況の変化も見られたことから、改めて金沢都市圏の交通状

況を分析。

主要渋滞箇所

金沢都市圏

事業中 輪島道路(Ⅱ期)
（輪島IC(仮称)～のと三井IC）

事業中 田鶴浜七尾道路
(病院西IC(仮称)～七尾IC)

事業中 羽咋道路
(羽咋市志々見町
～宝達志水町二口)

Ｒ4.11 海側幹線Ⅳ期
（大河端町～福久町）

暫定２車線供用
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■石川県内の主要幹線道路における緊急事態宣言中（R2.4.16～5.14）の交通量は、前年に比べ大きく減少。
■全地点で６月以降は変化が小さい。

【参考】 コロナ禍の交通分析 第22回石川県道路安全・円滑化検討委員会 資料抜粋(令和3年8月3日開催)

8

出典：トラカンデータ（各月ごとに12ｈ交通量の平均値を算出）

※国道157号金沢市片町は、JARTIC（日本道路交通情報センター）計測値により算出

高速道路

直轄国道

41

石川県

福井県

岐阜県

富山県E8

8

156

157

159 160

470

E41

E67

470

88

【石川県内の交通量変化（断面交通量） 】

【金沢バイパス】
国道8号 金沢市西念

【金沢東部環状道路】

国道159号 金沢市東長江

【福井県境】
国道8号 加賀市熊坂

【富山県境】
国道8号 津幡町刈安

【金沢市中心市街地】
国道157号 金沢市片町

18～20％減

（4～5月）

11～12％減

（4～5月）

20％減

（4～5月）

14～18％減

（4～5月）

27～28％減

（4～5月）

28～33％減

（4～5月）

44～46％減

（4～5月）

48～49％減

（4～5月）

52％減

（4～5月）

38～40％減

（4～5月）

【平日】 【休日】

【平日】 【休日】

【平日】 【休日】

【平日】 【休日】

【平日】 【休日】



9

３－２ 主要渋滞箇所の推移

３．近年における金沢都市圏の変化と交通特性

■主要渋滞箇所は、H24年度に157箇所であったが、H29年度・R2年度・R3年度・R5年度・R7年度に見直しを実施し、R8年3
月時点で145箇所に減少。

■主要渋滞箇所は、県中心部である金沢地域に集中（116箇所、80％）しており、特に金沢市中心市街地エリアや国道８号に
集中。

26 19 19 18 15 15

116
117 119 118 116 116

15 16 16 16 14 14

0

25

50

75

100

125

150

175

H24 H29 R02 R03 R05 R07

加賀地域 金沢地域 能登地域

(個所)

145

(年度)

145152154152157 能登地域金沢地域

金沢市中心市街地エリア

８

157

159

159

８
159

【主要渋滞箇所（位置図）】 令和8年3月時点

エリア：都市部、混雑区間・箇所が面的
に広がっており、複数路線に跨
がり主要渋滞箇所を含む区域

８

加賀地域
８

【主要渋滞箇所数の推移】

14減9増 2増 2減 7減 1減1増

８



３．近年における金沢都市圏の変化と交通特性

■石川県の直轄国道の渋滞損失時間上位20箇所は、金沢地域(金沢市～白山市）であり、金沢地域が県内渋滞損失時間の約
８割を占める。その内１３箇所を国道８号が占め、金沢都市圏の交通課題の大きなシェアを占めている。

■金沢地域における直轄国道の渋滞損失時間は、緊急事態宣言が出された令和2年に減少し、以降は微増傾向。

※能登半島地震の影響などにより令和６年度は16,700千人時間/年で前年比約13％減少

【金沢地域】

・渋滞損失時間が高い。

【石川県内直轄国道 交差点損失時間分布図】

10

福久交差点

南新保交差点

西念交差点

藤江交差点

森戸一丁目交差点

運動公園口交差点

倉光交差点

御経塚交差点

二日市交差点

三日市交差点

【金沢地域拡大図（上位20箇所）】

武蔵交差点

田中交差点

【石川県全域】

堀内北交差点

兼六園下交差点

野町広小路交差点

横川交差点

有松交差点

上堤町交差点

松島町交差点

乾東交差点

８

８

157

157

159

管内直轄国道の渋滞損失時間
（上位20箇所）

出典：損失時間データ（国総研）
※着色箇所が国道8号上の交差点

渋滞損失時間
（人時間/年）

交差点順位

731,431森戸一丁目交差点1

631,499福久交差点2

624,971西念交差点3

581,626横川交差点4

560,767野町広小路交差点5

530,571二日市交差点6

514,764御経塚交差点7

490,382南新保交差点8

478,208運動公園前交差点9

471,601松島町交差点10

467,875兼六園下交差点11

466,583藤江交差点12

426,641三日市交差点13

411,981倉光交差点14

401,758田中交差点15

399,419有松交差点16

378,394上堤町交差点17

378,015乾東交差点18

374,911堀内北交差点19

363,729武蔵交差点20

【金沢地域の交差点損失時間の推移】

出典：損失時間データ（国総研）

（※）『渋滞損失時間』とは、渋滞が無い場合の所要時間と実際にかかる所要時間の差の年間合計値３－３ 直轄国道の渋滞損失時間の推移

金沢都市圏の交通課題について検討する必要

16,65015,831
18,09618,19419,251

16,700

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

R01 R02 R03 R04 R05 R06

（千人時間/年）



３－４ 市街地開発

３．近年における金沢都市圏の変化と交通特性

11

（H25年以降事業、工業系を除く）

出典：いしかわの区画整理

【金沢市近郊の区画整理事業】【金沢近郊の人口推移】

出典：石川県の人口と世帯
（石川県県民交流課統計情報室）

毎年4月1日時点の推計値

田上第五

田上本町野田

中林

柳町

北西部

西部中央

木曳野

無量寺第二
直江

大友

大河端

曽谷

三浦・幸明

横江

相木

松任駅前

北安田

■令和７年度の人口は、石川県全体では減少しているなか、金沢市郊外や白山市・野々市市では土地区画整理事業による宅
地化が進行しており、 野々市市では平成２４年度に対して人口が約10％増加。

■近年の市街地開発の拡大により、更なる交通の集中が予測。

柴木第二

部入道町

相木第二

南新保

長田本町

近岡

横山

白山IC

金沢西IC

金沢東IC 金沢森本IC

戸板第二

主要渋滞箇所

凡 例

～19ha

20～49ha

50ha～

～Ｈ29完了

Ｈ30～Ｒ4年完了

Ｒ５年以降完了予定

90

92

94

96

98

100

102

104

106

108

110

H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 R02 R03 R04 R05 R06 R07

県全体 金沢市 白山市

野々市市 内灘町 津幡町

施行年度施行面積(ha)地区名市町

H8 ～ H2743.3 田上第五金沢市

H8 ～ H2754.2 田上本町

H10 ～ H2833.5 野田

H13 ～ H2751.0 戸板第二

H13 ～ H2724.5 木曳野

H16 ～ H2619.0 無量寺第二

H18 ～ H2942.8 副都心北部直江

H19 ～ H2916.6 副都心北部大河端

H20 ～ H2810.7 副都心北部大友

H27 ～ H300.3 横山町

R1 ～ R1141.0 南新保

R5 ～ R71.2 近岡町

R5 ～ R70.5 長田本町

H24 ～ H287.5 松任駅前白山市

H16 ～ R217.9 松任駅北相木

H24 ～ H2910.1 曽谷

H25 ～ H2911.3 三浦・幸明

H27 ～ R213.7 松任北安田南部

H27 ～ R248.4 横江

R1 ～ R813.2 松任駅北相木第二

R4 ～ R109.6 部入道町

R4 ～ R1014.5 柴木第二

H11 ～ H2965.5 北西部野々市市

H26 ～ H308.9 柳町

H27 ～ R631.1 中林

H27 ～ R621.0 西部中央

出典：いしかわの区画整理



３－５ 大型店舗の開店と工業団地整備

３．近年における金沢都市圏の変化と交通特性

■大型店舗は、北陸新幹線金沢開業（H27.3）前後の平成25～29年度に13施設が開店、令和5年以降には2施設が開店。
■工業団地・工場適地は、港やICなどの交通結節点周辺に整備。金沢市では新たな工業団地整備を検討中。
■近年の大型店舗の開店や更なる工業団地整備により、金沢港エリア、白山エリアに大型店舗、工業団地が集積し、交通集中

の加速化が想定。

12

【金沢市近郊の工業団地・工場適地】

蚊爪

近岡

石川県鉄工

専光寺

示野

いなほ

かたつ

金沢港北部

金沢森本インター

金沢テクノパーク

出典：第二期石川県基本計画（地域未来投資促進法）
（石川県商工労働部産業政策課）

安原異業種

金沢木工センター

金市

城西機器

戸水

横江

松任食品加工

旭北部新北部 白山IC

金沢西IC

金沢東IC 金沢森本IC

徳光SIC

主要渋滞箇所

工場適地：工場立地法に基づき、工業の立地に適した条件が整った一団の土地

工業団地

工場適地

凡 例

【金沢近郊の大型店舗の立地】

出典：石川県商工労働部経営支援課資料
（店舗面積 概ね3千㎡以上を掲載）

（H27年7月、
3,470㎡）

（H27年8月、
10,063㎡ ）

（H27年4月、
7,107㎡）

（H26年11月、
4,000㎡）

（H26年2月、
4,181㎡）

（H26年3月、
6,391㎡）

（H26年11月、
7,215㎡）

（R3年7月、
54,047㎡）

（Ｒ2年9月、
14,280㎡ ）

（H25年10月、
2,993㎡ ）

（H28年11月、
2,998㎡）

（H28年10月、
4,940㎡）

（R1年10月、
5,312㎡）

（H25年5月、
5,000㎡）

（H25年10月、
6,758㎡）

（H28年5月、
2,992㎡ ）

（R2年8月、
3,124㎡）

（R3年10月、
2,999㎡）

（R4年5月、
2,836㎡）

（R7年10月、
7,904㎡）

（R5年6月、
31,100㎡）

白山IC

金沢西IC

金沢東IC 金沢森本IC

徳光SIC

凡 例

～4,999㎡

5,000～9,999㎡

10,000㎡～

H25～Ｈ29年開店

Ｈ30～Ｒ4年開店

Ｒ５年以降開店

金沢港エリア

白山エリア 白山エリア

金沢港エリア
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【金沢港発着の貨物車両の交通流動通過割合】

３－６ 金沢港エリアを発着する交通

３．近年における金沢都市圏の変化と交通特性

■大型商業店舗や工業団地等が集積する金沢港エリア、白山エリアに着目し、発着交通を分析。
■金沢港エリアを発着する貨物車両の物流経路は、国道８号に集中し、渋滞により円滑な物流活動を阻害。
■なお、金沢港の取扱貨物量は増加傾向であり、物流拠点への更なるアクセス向上が課題。
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出典：金沢港港湾統計年報（R6年度）

取扱貨物量は
増加傾向

出典：財務省貿易統計－積卸港別貿易額

輸出入額が
増加傾向

【金沢港の取扱貨物量推移】

【金沢港の輸出入額推移】

白山市
はくさん

金沢港

E8

加賀海浜産業道路

E8

金沢市金沢駅

内灘町
うちなだ

津幡町
つばた

かなざわ

20%以上

1%未満

1%～15%
15%～20%

凡例
金沢港発着の貨物車両
の交通流動通過割合

（N=135,164）

金沢西IC

金沢東IC

至

富
山
県

と
や
ま

出典：ＥＴＣ2.0プローブデータ（R6.4～R7.3 平日）
石川県－金沢港将来ビジョン（R6.3）

地図出典：国土地理院地図

■大浜国際物流ターミナル

コンテナターミナルの
機能移転

御供田ふ頭

大浜沖合

【金沢港の今後の施策（抜粋）】
コンテナ船の大型化、貨物増加の対応による港湾
機能の強化により、物流需要の増加が期待

大浜国際物流ターミナ
ルへの外貿貨物の集
約、大浜岸壁の延伸

大浜国際物流
ターミナル

戸水ふ頭

リゾート関連ゾーン

物流（外貿
関連）ゾーン

脱炭素化
推進ゾーン

緑地レク
リエーショ
ンゾーン

歴史文化
関連ゾーン

水産関連
ゾーン

交流拠点関連ゾーン
（防災拠点ゾーン）

産業集積ゾーン

物流（内貿関連）ゾーン
エネルギー
関連ゾーン



３－７ 金沢都市圏の面的な道路パフォーマンス

３．近年における金沢都市圏の変化と交通特性
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■金沢都市圏について、閑散時と昼間12時間平均の旅行速度の差分（改善余地）を見える化。
■国道８号や金沢外環状道路（山側幹線）をはじめ、金沢都市圏内に速度差が大きい区間が点在。

引き続き、金沢都市圏の交通課題を分析

中心部

金沢駅

鈴見

神谷内IC

東長江

金沢森本IC

金沢西IC

※改善余地は閑散時旅行速度と
昼間12時間旅行速度の差。
なお、閑散時旅行速度は、
午前４時台の旅行速度として
いる

※集計データ：
ＥＴＣ2.0プローブデータ
（R7.5月 平日）

地図出典：国土地理院地図

乾東

三日市

二日市

御経塚

御経塚北

松島北

古府

示野中町

藤江

西念

南新保

五歩市南

横江

福増町南

専光寺

赤土町

観音堂町
公園口

寺中

畝田西3 環状
鞍月

田中南

五歩市北

窪3 窪2
高尾1

大桑町南 涌波1

金沢東IC

E8

諸江

田中

福久
福久南

大河端
町南 千木北

環状福久

福久東

田上町

もりの里1

野々市 横宮

横川

野町広小路

香林坊

武蔵

橋場

兼六園下

山の上

大樋町

神谷内

森本

有松
田上小学校口

10～20km/h
20km/h～

改善余地

主な幹線道路の
信号交差点

0～10km/h

金沢外環状道路（山側幹線）



野代町二日市
至

白
山
市

至

金
沢
市
街

至 富山

至 稲荷至 福井

至 野代三丁目

平日朝に隣接交差点を超える渋滞が発生

348台
1,133台 602台

966台

写真④

写真③

写真①

渋滞長 1,200ｍ

（平日 朝）

渋滞長 400ｍ

（平日 朝）

写真②

断面

４．関係機関が連携した渋滞対策について
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４－１ 現地状況（二日市交差点・野代町交差点の渋滞調査結果）

○主要渋滞交差点である二日市交差点と近接している野代交差点はいずれも渋滞が発生しており、連携した対策が必要。
○二日市交差点では、主に平日朝に国道8号の福井側において、顕著な渋滞（渋滞長1,200m）が発生している。
○また、（都）泉野々市線の金沢市街側では、二日市交差点に隣接する野代町交差点を超える渋滞（渋滞長410m）が発生。
○今後、区画線改良など短期的な対策を検討予定。

R7.9.30（火）7時台

写真①

R7.9.30（火）7時台

写真④

R7.9.30（火）7時台

写真③

R7.9.30（火）8時台

写真②

至 福井

８

157

至 金沢市街

13

至 富山

194

二日市
交差点

三日市
交差点

野代町
交差点

【位置図】 【平日朝（7～9時）の渋滞状況と交差点への流入交通量】

至 二日市交差点至 稲荷 至 金沢市街

現況断面



５．今後の進め方

■最新のデータによる渋滞状況のモニタリング・検証等、渋滞検討マネジメントサイクルを継続

■主要渋滞箇所のモニタリング

■金沢都市圏の交通課題の分析

検討委員会の進め方（案）

■検討委員会の開催

・金沢都市圏の交通状況と課題

■最新プローブデータによる検証

令和８年３月

■検討委員会の開催

・金沢都市圏の交通対策の検討

・主要渋滞箇所のモニタリング結果、主要渋滞箇所の解除・追加（案）

令和８年８月頃

データ分析・現地確認

道路利用者会議の意見
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